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1
0
0
歳

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　次
の
皆
さ
ん
が
、
1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
免
除
制
度
や

　
　
　
　
　
　納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

　国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た

は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

将
来
の
年
金（
老
齢
年
金
）や
、
障
害
な
ど
不

測
の
事
態
が
生
じ
た
と
き
の
年
金（
障
害
年

金
）を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

〇
申
請
免
除
制
度

　本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
の

所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し

て
承
認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
全
額
、
4
分

の
3
、
半
額
ま
た
は
4
分
の
1
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
4
分
の
3
、
半
額
ま
た
は

4
分
の
1
の
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に

は
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　令
和
4
年
度
分
の
承
認
期
間
は
、
今
年
7

月
か
ら
令
和
5
年
6
月
ま
で
で
す
。

〇
納
付
猶
予
制
度

　50
歳
未
満
で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
前

年
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
申

請
し
承
認
を
受
け
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

　令
和
4
年
度
分
の
承
認
期
間
は
、
今
年
7

月
か
ら
令
和
5
年
6
月
ま
で
で
す
。

〇
学
生
納
付
特
例
制
度

　学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
の
基
準

以
下
の
場
合
、
申
請
し
承
認
を
受
け
る
と
、

学
生
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　令
和
4
年
度
分
の
承
認
期
間
は
、
今
年
4

月
か
ら
令
和
5
年
3
月
ま
で
で
す
。

※
申
請
免
除
、
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例

の
各
制
度
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
申
請
が
必

要
で
す

※
全
額
免
除
お
よ
び
納
付
猶
予
に
つ
い
て

は
、
翌
年
度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ
め
申
請

（
継
続
申
請
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
失
業

な
ど
に
よ
る
理
由
を
除
く
）

第
3
号
被
保
険
者
は
配
偶
者
の
転
職
や
退
職

な
ど
に
よ
っ
て
も
届
出
が
必
要
で
す

　国
民
年
金
の
「
第
3
号
被
保
険
者
」（
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
配
偶

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
人
）は
、
本
人
が
就
職
し
た
と
き
だ
け
で

な
く
配
偶
者
が
転
職
・
退
職
し
た
と
き
な
ど

に
も
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

〇
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

3
号
か
ら
1
号
へ
…
本
人
が
市
役
所
へ
届
出

〇
配
偶
者
が
転
職
し
た
と
き

（
退
職
し
た
翌
日
に
再
就
職
し
た
と
き
）

3
号
の
種
別
確
認
…
転
職
後
の
勤
務
先
事
業

所
か
ら
年
金
事
務
所
へ
届
出

〇
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き

3
号
か
ら
1
号
へ
…
本
人
が
市
役
所
へ
届
出

〇
本
人
の
収
入
増
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
配

偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

3
号
か
ら
1
号
へ
…
本
人
が
市
役
所
へ
届
出

〇
配
偶
者
が
65
歳
に
な
っ
た
と
き

3
号
か
ら
1
号
へ
…
本
人
が
市
役
所
へ
届
出

※
詳
し
く
は
高
崎
年
金
事
務
所
に
お
問
合
せ

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
312
71

383

男 
277
67

344

女    
21,647
6,158

27,805

男    
21,162
5,889

27,051
合　計 55,583人  世帯数 24,837 （令和4年7月末日現在）

▲磯部地区「せせらぎ会」が県の令和4年度優良河川愛護団体
の表彰を受けました。せせらぎ会では、平成4年から柳瀬川河
畔の除草と植栽を行い、河川の美化活動を推進しています。

奥原 孝子 さん
（嶺）

島田 みち さん
（松井田町松井田）

INFORMATION市民

（
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
）

意
見
募
集
対
象
者
▼

①
本
市
の
区
域
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
を

有
す
る
人（
法
人
を
含
む
）

②
本
市
の
区
域
内
に
存
す
る
学
校
に
在
学
す

る
人

③
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に
係
る
事
案

に
利
害
関
係
な
ど
を
有
す
る
人（
団
体
を
含

む
）

資
料
の
提
供
▼

　ご
意
見
を
伺
う
た
め
に
必
要
な
資
料
の
閲

覧
・
配
布
お
よ
び
意
見
の
提
出
方
法
な
ど
の

お
知
ら
せ
は
、
次
の
場
所
で
行
っ
て
い
ま

す
。

①
□本 

資
産
活
用
課

②
□松 

総
務
管
理
課

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

そ
の
他
▼

　い
た
だ
い
た
意
見
は
、
内
容
を
ま
と
め
て

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
と
と
も

に
、
意
見
以
外
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、

公
表
せ
ず
、
他
の
目
的
に
も
使
用
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
い
た
だ
い
た
意
見
に
対
す
る
個

別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼

□本 

資
産
活
用
課
庁
舎
建
設
室

（
☎
内
線
1
0
5
6
）

く
だ
さ
い

問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

4
2
9
9
）

□本 

国
保
年
金
課
医
療
年
金
係

（
☎
内
線
1
1
1
6
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
2
1
6
0
）

空
き
家
無
料
相
談
会

日
時
▼

9
月
22
日（
木
）午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場
▼
□松 

2
階
　大
会
議
室

（
松
井
田
町
新
堀
2
4
5
）

内
容
▼

専
門
家
に
よ
る
空
き
家
の
管
理
や
処
分
な
ど

の
相
談

費
用
▼
無
料

申
込
方
法
▼

9
月
21
日（
水
）ま
で
に
電
話
で
申
込
み

申
込
み
・
問
合
せ
▼
　

N
P
O
法
人

　群
馬
県
不
動
産
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
協
会

（
☎
0
2
7

－
3
6
3

－

9
8
6
6
）

『
安
中
市
新
庁
舎
建
設

基
本
計
画
』
策
定
の
た
め
の

　
　
　意
見
を
募
集
し
ま
す

趣
旨
▼

　市
は
、
新
庁
舎
の
基
本
理
念
や
方
針
な
ど

を
定
め
た
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
よ
り
具
体

的
な
「
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。
よ
り
良
い
計
画
に
す
る
た
め
、
市

民
・
関
係
者
の
皆
さ
ん
か
ら
幅
広
く
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
▼

9
月
5
日（
月
）〜
9
月
30
日（
金
）

活動報告
番外編

　地域おこし協力隊は、都市部に住んでいる人が、少子
高齢化などの課題を抱える地域に移住して、地域ブラン
ドや地場産品の開発・販売・PRなどの支援や、農林水
産業への従事、住民の生活支援などの地域おこし活動を
行いながら、その地域への定住を図る取り組みです。
　市は、平成29年度に初めて隊員を受け入れ、これま
でに計7人の隊員が活動してきました。現在そのうち3
人の隊員が活動しており、令和4年9月から、新たに1人
の隊員が「自性寺焼の技法承継」をテーマに活動を始め
ます。地域おこし協力隊の活動については、広報あんな
かでの活動報告をはじめ、市地域おこし協力隊SNSでも
情報発信を行っていますので、ぜひご覧ください。
　また、秋間梅林を拠点に活動していた原田篤志さん
は、令和4年7月に退任されました。新たな道に進む原
田さんを、今後も応援よろしくお願いします。

問合せ▶□本 地域創造課移住定住係（☎内線1025）

▲公式SNS

　「広報あんなか」に子ど
もの写真とコメントを掲載
してみませんか。詳しい内
容は、市ホームページをご
覧ください。

あんなか
スマイルキッズ！

安中　太郎 ちゃん
あんなか たろう

笑
顔
い
っ
ぱ
い
。元
気
に
育
っ
て
ね
。

（
写
真・名
前
な
ど
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
）

▲市ホームページ

https://www.city.annaka.lg.jp/gyousei/kikaku_keiei/chiikiokoshi_sns.html
https://www.city.annaka.lg.jp/public_comment/4-2.html
https://www.city.annaka.lg.jp/gyousei/kikaku_keiei/annaka-smikekids.html

